
ひがしなり企業区民連携フォーラム
主催：大阪市東成区

5.取組の詳細

〇運営者：大阪市東成区役所及び参加企業等

〇参加者の概要：地域との連携や、SDGsへの貢献等のCSR/CSV活動
に意欲的な企業やNPO法人等

〇取組内容
地域団体等との情報交換及び「SDGs推進力」の向上に資するためのセミ
ナーやワークショップを実施（「ひがしなりソケットLAB.」）、またそのアウトプッ
トとして、企業等が自らのリソースで実施するプロジェクトを支援する。

〇目指している成果
企業等がSDGsへの取り組みを通じて自らの社会的価値を向上させることで、
当区企業全体のブランディングに繫げるとともに、当区における持続可能なま
ちづくりに資するものとなること。

6.取組の活動予定・スケジュール

令和元年10月17日 「ひがしなりソケットLAB.」第2回
令和元年11月14日 「ひがしなりソケットLAB.」第3回
令和元年12月5日 「ひがしなりソケットLAB.」第4回
令和２年1月23日 「ひがしなりソケットLAB.」第5回
令和２年2月8日 「ひがしなりソケットLAB.」成果発表会

7.関連するゴール

関連URL https://higashinari-socket.com/#about （HP「ひがしなりソケット」）

8.取組イメージ

１.取組タイプ
○ Ⅰ 会議体

Ⅱ 登録・認証制度
Ⅲ 拠点の設置
Ⅳ 協定締結
Ⅴ その他

2.取組目的・
概要

東成区は戦前から続く機械製造業を中心とした製造業者が多く、日本有数の集積地となっている。これらの
企業は歴史的な経緯から地域社会とのつながりが強く、持続可能な社会づくりの担い手としてSDGsへの貢献
ポテンシャルが大きいが、一方で自らのリソースをSDGsに生かすノウハウが不足している。同事業では、中小企
業が、企業相互や地域住民との連携により自律的にSDGsに取り組むことができる体制を構築するためのセミ
ナーやワークショップを実施し、企業のSDGs対応能力を高める。

3.活動開始
時期 設置時期：平成30年4月 4.取組規模

（会員数） 参加企業数：20社以上

令和元年度「SDGs地域レベルの官民連携見える化調査」

令和元年6月23日「KICK OFF!
ひがしなりソケット」の様子 ▶

フォーラム
イメージ図

「ひがしなりソケット」
ロゴ▼

https://higashinari-socket.com/#about
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